
ツ
ァ
シ
ウ
ス
（
⊆
ま
す
N
易
ζ
9
冒
雪
－
冨
。
。
蜆
）
と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
の
改
革

（1）　ツァシうス（Ulrich　Zasius－1461－1535）とフライブルタ市法の改革

は
じ
め
に
・
ロ
ー
マ
法
継
受
と
人
文
主
義
法
学
、

都
市
法
の
改
革

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
第
一
に
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
法
学
者
と
し
て
、

第
二
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
の
改
革
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
功
績
を
通
じ
て
、
市
法
の
沿
革
や

そ
の
特
徴
、
さ
ら
に
は
中
世
の
都
市
書
記
の
活
動
の
一
端
に
つ
い

て
も
ふ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
二
一
世
紀
以
降
、
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
た
法
曹
に
よ
づ
て
も
た

ら
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
の
継
受
は
、
多
様
な
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
取
引
活
動
の
活
性
化
に
と
も
な
う
法
的
基
盤
の

整
備
の
必
要
性
、
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
の
可
能
な
ロ
ー
マ
法
の
も

つ
内
容
の
豊
富
さ
、
体
系
性
、
あ
る
い
は
中
世
的
な
陪
審
裁
判
所

、』ノ

野
　
　
秀

が
権
威
を
失
い
、
騎
士
階
級
が
領
邦
の
官
僚
組
織
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
復
活
し
た
ロ
ー
マ
法
は
、
必
ず
し
も
他

の
地
の
土
着
の
法
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
法

は
、
そ
の
ド
グ
マ
的
な
体
系
性
お
よ
び
明
確
さ
か
ら
他
の
法
に
対

す
る
優
越
性
を
獲
得
し
て
広
ま
っ
た
が
、
土
着
の
法
と
の
摩
擦
が

な
か
う
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
タ
リ
ア
の
注
釈
学
派

も
、
ロ
ー
マ
法
を
た
ん
に
概
念
的
に
の
み
把
握
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
実
務
に
も
使
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

イ
タ
リ
ア
の
実
務
を
基
準
に
し
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
し
、
ロ
ー

マ
法
自
体
の
概
念
的
優
越
と
い
う
観
念
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
内
部
に
矛
盾
が
合
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の

前
提
に
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
書
か
れ
た
理
性
、
尋
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口
o
ω
o
ユ
o
冨
で
あ
る
）
。

　
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
土
着
の
法
の
対
立
は
、
そ
の
広
範
な
継
受

が
強
ま
る
に
つ
れ
増
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
五
世
紀
の
す
え
か

ら
は
、
口
i
マ
法
の
知
識
あ
る
法
曹
と
民
衆
の
対
立
と
い
う
構
図

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
農
民
階
層

の
没
落
と
宗
教
改
革
に
と
も
な
う
新
た
な
精
神
が
寄
与
し
て
い
た

　
　
　
（
1
〕

と
目
さ
れ
る
。

二
　
人
文
主
義
法
学
と
ツ
ァ
シ
ウ
ス

　
1
　
継
受
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
と
土
着
の
法
の
対
立
に
、
新
た
な

視
点
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
人
文
主
義
法
学
で
あ
る
。
人
文
主
義

法
学
は
、
歴
史
的
な
観
点
を
採
り
入
れ
、
ロ
ー
マ
法
原
典
に
固
執

し
て
き
た
法
学
の
基
本
的
視
点
を
精
神
的
に
解
放
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
の
一
般
的
な
時
代
恩
潮
、
す
な
わ
ち
教
会
と
テ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

ス
ト
の
束
縛
か
ら
の
解
放
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人

文
主
義
に
よ
る
神
学
か
ら
の
哲
学
の
解
放
は
、
ル
タ
ー
的
な
、
哲

学
か
ら
の
神
学
の
解
放
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

人
文
主
義
法
学
は
、
伝
統
的
な
ロ
ー
マ
法
学
の
ス
コ
ラ
学
的
な
方

法
に
も
披
判
を
加
え
、
法
の
発
見
は
ス
コ
ラ
的
方
法
に
終
始
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ω
o
匝
叫
仁
ω
（
量
雪
－

冨
き
）
、
≧
9
彗
畠
（
宝
竃
－
冨
呂
）
が
代
表
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
ツ
ァ
シ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。

　
人
文
主
義
法
学
は
、
た
ん
に
原
典
の
論
理
的
な
体
系
を
目
ざ
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
忠
実
な
原
典
の
純
化
を
も
追
求

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
方
で
は
、
実
務
的
な
見
地
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
目
的
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
人
文
主
義
法
学

の
実
際
性
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
に

は
後
者
の
よ
う
な
実
際
性
の
性
格
が
強
い
と
さ
れ
る
。
原
典
の
追

求
は
、
現
行
の
ロ
ー
マ
法
が
イ
タ
リ
ア
で
加
工
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
権
威
か
ら
の
解
放
は

ロ
ー
マ
法
の
相
対
化
を
も
た
ら
し
た
か
ら
、
ひ
い
て
は
土
着
の
法

の
意
義
を
も
再
確
認
さ
せ
る
き
づ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
2
　
も
っ
と
も
、
人
文
主
義
法
学
が
実
務
に
与
え
た
影
響
は
必

ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
実
務
は
も
っ
ぱ
ら
注
釈
学
派
の

手
法
に
よ
っ
た
■
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
土
着
の
法
と
口
「
マ
法

の
対
立
を
調
整
す
る
べ
く
新
た
な
立
法
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
立
法
活
動
は
、
一
五
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
六
世
紀

の
初
め
に
開
始
さ
れ
た
。
領
邦
主
義
の
確
立
と
都
市
の
発
達
に
よ

り
、
手
続
に
対
す
る
法
的
基
礎
づ
け
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
知
識
あ
る
法
曹
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
さ
い
に
、
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多
く
の
都
市
の
法
の
整
備
は
、
ラ
ン
ト
の
立
法
活
動
に
遅
れ
た
と

い
わ
れ
る
。
多
く
の
都
市
は
、
立
法
作
業
に
は
あ
ま
り
熱
心
で
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
著
名
な
改
革
立
法
も
み
ら
れ
る
。
初
期
の
都
市
立
法

の
改
革
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
一
四
七
九
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
の
法
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
一
四
九
九
年
の
ウ
ォ
ル
ム
ス
の
改

革
法
が
あ
る
。
一
五
〇
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
最
初
の
立

法
が
あ
り
、
一
五
二
〇
年
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
法
は
、
こ
れ
ら
に
つ

　
　
　
　
　
（
3
）

づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
と
継
受
さ

れ
た
ロ
ー
マ
法
を
結
合
さ
せ
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
立
法
作
業
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
、
都
市
の
書
記
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
（
望
ぎ
房
o
享
①
旨
雪
巨
目
o

O
O
着
昌
q
）
。
と
い
う
の
も
、
一
方
で
は
法
学
的
な
教
養
を
も
ち
、

ロ
ー
マ
法
に
通
じ
て
い
た
が
、
他
方
で
は
、
裁
判
実
務
と
の
関
係

か
ら
、
古
い
土
着
の
法
の
知
識
も
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
両

者
の
調
和
を
計
る
こ
と
も
実
務
の
遂
行
の
上
で
必
要
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
「
市
書
記
」
は
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

二
九
三
年
の
古
文
書
に
す
で
に
み
ら
れ
る
。

　
3
　
こ
の
市
書
記
（
ω
訂
9
ω
9
邑
げ
胃
）
職
の
発
生
の
前
提
と

し
て
、
中
世
以
来
の
文
書
の
証
拠
カ
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
フ

ラ
ン
ク
時
代
か
ら
、
文
書
は
、
王
の
文
書
（
宍
α
目
釘
昌
鼻
巨
自
o
彗
）

と
私
人
の
文
書
（
勺
ユ
毒
巨
呉
巨
昌
）
に
大
別
さ
れ
た
。
王
の
文

書
は
、
公
け
の
文
書
と
し
て
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
私

人
の
文
書
に
は
そ
の
効
力
が
な
く
、
公
証
が
必
要
と
さ
れ
た
。
も

っ
と
も
、
中
世
に
は
文
書
に
よ
る
証
明
よ
り
も
、
証
人
に
よ
る
証

明
が
一
般
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
意
義
は
乏
し
か
づ
た
の
で
あ
る
。

　
文
書
の
証
明
カ
が
意
味
を
も
ち
始
め
た
の
は
、
よ
う
や
く
二
一

－
二
二
世
紀
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
人
間
の
関
係
を
も
文
書
化
し

「
一
れ
を
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
公
証
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
た
。
当
初
は
、
市
域
や
近
郊
の
教
会
や
修
道
院
が
こ
れ
を
行
っ

た
。
聖
職
者
は
、
中
世
で
は
文
字
の
書
け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人

問
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
職
業
的
な
書
記
が
発
生
す
る
に

は
、
ま
だ
あ
ま
り
に
も
需
要
が
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

教
会
付
き
書
記
職
の
起
源
と
な
っ
た
。
ま
た
、
都
市
の
整
備
と
と

も
に
、
し
だ
い
に
多
く
の
行
政
的
な
仕
事
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

各
都
市
は
書
記
を
備
え
、
あ
わ
せ
て
公
証
の
業
務
を
も
兼
ね
さ
せ

　
　
　
＾
5
〕

た
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
お
い
て
は
、
市
の
行
政
機
構
が
整
備
し
、
事

務
の
い
ち
じ
る
し
い
増
加
の
あ
っ
た
の
は
、
二
一
九
三
年
か
ら
一

三
六
八
年
の
時
期
で
あ
う
た
。
書
記
が
市
の
文
書
に
登
場
す
る
の
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＾
6
）

は
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

　
4
　
ツ
ァ
シ
ゥ
ス
の
名
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
市
評
議
会
文
書

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
文
書
は
、
一

四
九
七
年
か
ら
一
五
二
一
年
ま
で
は
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
一
五

二
一
年
か
ら
一
五
三
八
年
ま
で
は
脱
落
し
て
お
り
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
全
生
涯
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
い
た
づ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
部
に
市
法
に
対
す
る
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の

影
響
を
隈
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
る
原
因
と
も
な
づ
て

い
る
。

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
一
四
六
一
年
ボ
ー
デ
ン
湖
畔
の
コ
ン
ス
タ
ン

　
　
　
　
（
8
）

ツ
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
司
教
座
聖
堂
付
属
の
学
校
で
学

ん
だ
。
一
四
八
一
年
に
、
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
教
養
学
部

（
ξ
芸
↓
彗
竈
ぎ
衰
一
）
に
入
り
、
一
四
八
三
年
以
後
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
の
司
教
座
公
認
の
公
証
人
・
書
記
、
お
よ
び
司
教
事
務
局
の

参
事
を
し
た
の
ち
、
一
四
八
九
年
ア
ー
ガ
ウ
の
バ
i
デ
ン
の
市
書

記
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
彼
は
、
バ
ー
ゼ
ル
の
人
文
主
義
者
と
の

交
際
を
始
め
た
。
一
四
九
四
年
に
、
フ
ラ
イ
グ
ル
ク
市
の
書
記
と

な
っ
た
が
、
一
四
九
六
年
に
は
こ
れ
を
辞
し
、
ラ
テ
ン
語
学
校
の

　
　
　
　
（
9
〕

教
師
と
な
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
き
て
以
来
、
ロ
ー
マ

法
の
勉
学
を
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
蟹
三
；
ま
ρ
↓
冨
昌
邑
ω

の
も
と
で
行
っ
て
い
た
。

　
一
四
九
九
年
に
、
法
律
学
を
学
ぶ
た
め
に
正
式
に
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
大
学
に
入
っ
た
（
－
昌
昌
呉
『
寿
巨
Φ
巨
昌
）
。
も
っ
と
も
、
こ
れ

に
よ
る
市
の
職
か
ら
の
離
脱
は
一
時
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
お
い
て
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
教
養
学

部
の
私
講
師
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
の
教
師
を
へ
て
、
一
五
〇

一
年
に
は
法
学
博
士
の
学
位
を
え
た
（
こ
の
と
き
お
よ
そ
四
〇
才

で
あ
っ
た
）
。
さ
ら
に
、
一
五
〇
六
年
に
は
、
師
で
あ
る
o
葦
ぎ
一
－

邑
ω
の
後
任
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
二
年
に
裁
判
所
書

記
（
o
⑦
ユ
o
；
ω
ω
o
～
9
σ
雪
）
に
任
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
法

の
改
革
の
任
務
も
与
え
ら
れ
た
。
一
五
〇
三
年
に
は
、
大
学
の
顧

問
と
も
な
っ
た
。
一
五
〇
八
年
、
お
り
か
ら
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
滞

在
し
た
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
か
ら
参
事
官
（
O
O
畠
…
国
■

ユ
易
享
寝
ユ
筈
ω
）
に
任
命
さ
れ
た
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
主
導
の
も

と
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
の
ロ
ー
マ
法
的
な
改
革
が
完

成
し
た
の
は
、
一
五
二
〇
年
で
あ
っ
た
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
一
五

三
五
年
に
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
没
し
た
。

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
そ
の
著
作
や
立
法
作
業
だ
け
で
は
な
く
、
法

鑑
定
人
お
よ
び
教
師
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
彼
の
著
作
は
、

む
し
ろ
そ
の
生
涯
の
遅
い
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
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あ
る
。
人
文
主
義
法
学
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
た
抄
録

（
－
⊆
昌
σ
冨
ユ
o
完
ω
）
は
、
一
五
一
八
年
の
作
品
で
あ
る
し
、
そ

の
全
集
（
o
葛
轟
o
昌
巨
o
）
は
、
死
後
一
五
四
八
－
五
一
年
に

刊
行
さ
れ
た
。

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が
同
時
代
の
法
曹
に
ま
さ
っ
て
い
る
顕
著
な
点
は
、

原
典
の
探
究
に
依
拠
し
て
、
注
解
の
権
威
に
無
批
判
に
は
従
わ
な

か
っ
た
点
で
あ
る
。
し
・
か
し
、
同
時
代
の
ド
グ
マ
に
対
し
て
必
ず

し
も
敵
対
的
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
か
え
っ
て
、
た
い
て
い
は

原
典
や
そ
の
注
解
と
も
一
致
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
方
法
論
的
に
も
、
決
し
て
革
命
的
で
は
な
・
か
っ
た
。
．

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
ド
イ
ツ
法
の
概
念
を
、
こ
れ
と
対
応
す
る
ロ

ー
マ
法
の
概
念
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
指
向
し
、
ロ
ー
マ
法
の
直

接
の
適
用
が
で
き
な
い
場
合
で
も
類
推
適
用
す
る
こ
と
さ
え
し
た

の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
（
≧
o
討
巨
9
｝
巨
ぎ
ω
）
－

が
注
解
に
対
し
て
し
ば
し
ば
敵
対
的
で
あ
っ
た
の
と
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
彼
ら
の
よ
う
に
、
文
献
学
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

実
際
的
で
あ
っ
た
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
、
ロ
ー
マ
法
と
ド

イ
ツ
法
は
、
内
的
に
一
致
す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
し
、
原
典
の

歴
史
的
な
制
約
と
い
う
視
点
を
有
し
た
こ
と
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
に

対
す
る
自
分
の
批
判
性
を
も
ち
、
自
由
な
解
釈
を
し
た
の
で
あ
る
。

法
を
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
文
化
形
態
と
と
も
に
変
化
す
る

発
展
の
産
物
（
Φ
巨
～
a
目
ζ
宗
『
向
暮
至
鼻
－
；
o
q
）
と
と
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

え
た
点
も
、
新
ら
し
い
。

　
結
果
と
し
て
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
自
由
な
観
点
か
ら
ロ
ー
マ
法

継
受
の
成
果
と
隈
界
を
見
出
t
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、

無
批
判
な
ロ
ー
マ
法
の
評
価
も
頑
固
な
ド
イ
ツ
法
へ
の
固
執
も
避

け
え
た
の
で
あ
る
。

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
過
失
を
五
種
類
に
分
類
し
た
バ
ル
ト
ル
ス
の

理
論
に
反
対
し
て
、
た
ん
に
重
過
失
と
軽
過
失
と
に
二
分
し
た
。

ま
た
、
種
類
の
概
念
の
分
析
か
ら
、
「
代
替
物
」
（
篶
ω
～
畠
一
－

巨
邑
の
新
た
な
概
念
を
見
出
し
た
。
こ
れ
は
、
今
目
な
お
ド
イ

ツ
畏
法
九
一
条
の
「
代
替
物
と
は
、
取
引
に
お
い
て
数
、
量
ま
た

は
重
さ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
動
産
を
い
う
」
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
不
当
利
得
で
は
、
錯
誤
に
よ
っ
て

（
た
と
え
ば
、
遺
産
債
務
の
表
見
相
続
人
と
し
て
）
、
債
務
者
（
真

実
の
相
続
人
）
の
代
わ
り
に
給
付
を
し
た
者
は
、
給
付
し
た
も
の

を
受
領
者
か
ら
（
つ
ま
り
真
実
の
債
務
者
1
－
真
実
の
相
続
人
－
か
ら

で
は
な
く
）
返
還
請
求
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
数
百

年
の
間
通
用
し
て
き
た
が
、
B
G
H
は
、
一
九
六
一
年
以
来
、
実

体
関
係
を
優
先
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
逸
脱
し
て
い
る

5
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（
u
）

（
｝
Ω
＝
N
ω
ρ
ω
o
）
。

　
5
　
一
般
に
、
人
文
主
義
と
古
典
と
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
．

ロ
ー
マ
の
古
典
を
み
ず
か
ら
の
権
威
づ
け
に
用
い
た
の
は
、
中
世

の
神
学
理
論
が
最
初
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
文
主
義
は
、
中

世
以
来
の
神
学
あ
る
い
は
神
学
中
心
の
学
閥
体
系
を
前
提
と
せ
ず
、

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
古
代
の
学
術
の
復
興
に
よ
っ
て
、
人
問
性
を

よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
古
代
人
の
理
解
を
通
し

て
人
問
性
の
探
究
が
行
わ
れ
た
。
ひ
と
し
く
古
典
を
素
材
と
し
な

が
ら
、
人
文
主
義
は
、
中
世
の
学
問
体
系
と
は
異
な
る
出
発
点
を

も
っ
て
い
た
た
め
に
、
後
者
を
相
対
化
し
、
批
判
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
古
典
へ
の
理
解
と
い
う
共
通
の
土
俵
に
た
っ
て
い
た

こ
と
が
、
人
文
主
義
の
限
界
と
も
な
っ
た
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
は
、
ス

コ
ラ
学
か
ら
の
法
律
学
の
解
放
を
目
ざ
し
た
が
、
他
方
で
、
法
律

家
と
し
て
は
申
世
的
な
権
威
を
否
定
し
え
ず
、
宗
教
改
革
に
も
反

対
で
あ
っ
た
。
人
文
主
義
者
の
つ
ね
と
し
て
、
当
時
の
（
つ
ま
り

宗
教
改
革
直
前
の
）
教
会
に
批
判
的
で
は
あ
う
て
も
、
教
会
の
権

威
を
否
定
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
代
表

的
な
人
文
主
義
者
バ
ー
ゼ
ル
の
エ
ラ
ス
ム
ス
と
同
様
で
あ
っ
た
。

宗
教
改
革
に
触
発
さ
れ
た
農
民
暴
動
に
も
カ
ノ
ン
法
へ
の
批
判
に

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
〕

も
否
定
的
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
ル
タ
ー
主
義
へ
の
傾
倒

の
た
め
に
、
一
五
五
八
年
か
ら
一
五
六
四
年
、
そ
の
著
作
は
禁
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肥
〕

と
さ
れ
た
。
こ
の
点
も
、
エ
ラ
ス
ム
ス
と
同
様
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
エ
ラ
ス
ム
ス
（
一
四
六
六
年
－
一
五
三
六

年
）
は
人
文
主
義
の
旗
手
で
あ
り
、
ツ
ァ
シ
ウ
プ
の
名
声
は
、
た

ん
に
そ
の
著
作
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

な
人
文
主
義
者
と
の
友
好
関
係
に
も
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
文
主
義
の
限
界
を
示
す
に
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
立
場
に
ふ
れ

る
こ
と
が
も
っ
と
も
よ
い
例
と
な
ろ
う
。
彼
と
の
比
較
で
は
、
ツ

ァ
シ
ウ
ス
は
そ
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ラ
ス

ム
ス
は
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
直
前
の
偉
大
な
思
想
家
で
あ
り
、

当
時
の
教
会
の
堕
落
を
厳
し
く
批
判
し
、
き
た
る
ぺ
き
改
革
を
予

想
し
福
音
主
義
へ
の
復
帰
を
説
い
た
。
彼
自
身
ポ
当
初
は
宗
教
改

革
（
ル
タ
ー
の
九
五
力
条
の
テ
ー
ゼ
は
、
一
五
一
七
年
）
に
同
惰

的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
先
鋭
化
す
る
と
、
も
は
や
協
調
し
な
か

っ
た
。
そ
の
弟
子
か
ら
は
、
多
く
の
宗
教
改
革
者
を
だ
し
た
が
、

改
革
の
側
か
ら
は
変
節
を
、
正
当
派
の
教
会
の
側
か
ら
は
改
革
主

義
的
な
こ
と
を
批
判
さ
れ
た
。
近
代
自
由
主
義
の
先
駆
者
と
も
位

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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法
律
学
は
、
教
会
と
の
関
係
で
は
、
も
と
も
と
後
者
に
否
定
的

な
契
機
を
合
ん
で
い
る
。
中
世
的
な
教
会
裁
判
や
立
法
の
機
能
を

否
定
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
会
法
以
前
に
、
す
ぐ
れ

た
体
系
を
有
す
る
ロ
ー
マ
法
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
教
会
に
よ
る

法
の
独
占
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
の
発
見
白
体
が
、

古
典
へ
の
回
帰
、
教
会
法
の
相
対
化
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
し

か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
注
釈
学
派
は
、
ロ
ー
マ
法
と
教
会
法
の
分
業

と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
教
会
法
へ
の
打
撃
を
緩
和
し
、
ロ
ー
マ

法
を
教
会
に
仕
え
る
も
の
に
一
か
え
た
の
で
あ
る
（
ロ
ー
マ
法
と
教

会
法
の
「
二
分
領
域
説
」
）
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
物
経
済

と
農
業
を
前
提
と
し
た
教
会
法
に
、
取
引
や
金
融
に
対
す
る
柔
軟

性
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
妥
協
し
が
た
い
分
野
も
残
存

し
た
。
「
利
子
」
の
徴
収
が
長
い
間
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
矛
盾
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
世
俗
文
化
の
自
立
を
目
ざ
す
人
文
主
義
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
法
律
学
の
神
学
へ
の
従
属
は
忌
む
ぺ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
法

律
学
も
、
哲
学
と
同
様
に
、
神
学
へ
の
従
属
を
や
め
る
べ
き
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
の
注

釈
学
派
的
唯
位
置
づ
け
の
否
定
で
あ
る
。
人
文
主
義
の
法
律
学
に

よ
る
注
釈
へ
の
反
発
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
な
背
景
を
有
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
解
釈
に
お
い
て
、
注
釈
学
派
の
理
論
が

と
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
文
主
義
的
で
あ
る
こ
と
を
否
定

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
法
律
学
の
位
置

づ
け
と
い
っ
た
根
源
的
な
立
場
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
立
場
を
指
向
す
る
限
り
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
も
ま
た
人

文
主
義
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
用
的
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、

注
釈
学
派
の
個
別
の
成
果
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
こ
と
は
、
人
文
主
義
的
で
あ
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
の
で

（
1
7
）

あ
る
。

三
　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
の
改
革

　
ー
　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
歴
吏
は
、
一
一
二
〇
年
、
ツ
ェ
ー
リ
ン

ゲ
ン
家
コ
ン
ラ
ー
ト
公
（
丙
o
…
ぎ
く
■
N
彗
ユ
目
σ
q
彗
）
に
よ
っ
て

自
由
な
都
市
建
設
が
意
図
さ
れ
た
時
に
さ
か
の
ぽ
る
。
こ
の
と
き

の
特
許
状
が
市
法
の
出
発
点
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
に

は
、
　
一
二
＝
一
年
が
、
聖
職
叙
任
権
闘
争
の
解
決
を
み
る
ウ
ォ
ル

ム
ス
の
協
約
の
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
市
は
、
多
く
の
都
市

と
は
異
な
り
、
白
然
発
生
的
な
沿
革
に
よ
る
の
で
も
、
ロ
ー
マ
時

代
か
ら
の
歴
吏
を
も
つ
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
市
は
、
＝
二
八
年
、
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
最
後
の
主
、
べ

7
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ル
ト
ル
ト
（
雰
ユ
o
巨
く
）
が
後
継
者
な
し
に
死
亡
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
甥
の
向
O
q
ま
o
O
冨
o
戸
O
昌
葦
が
支
配
を
引
き
継
ぎ
、

ハ
ル
ラ
ッ
ハ
伯
領
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
　
二
二
六
八
年
以
来
、
と
く
に
ニ
ハ
三
八
年
か
ら
一
八

〇
六
年
ま
で
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
に
移
っ
た
。
そ
の
経

緯
は
多
少
異
例
な
も
の
で
あ
り
、
二
二
六
八
年
に
市
が
時
の
当
主

向
o
q
ヨ
o
昌
一
〇
〇
巨
葦
に
一
万
五
〇
〇
〇
銀
マ
ル
ク
を
支
払
っ
て
、

そ
の
支
配
を
脱
し
、
代
わ
っ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
保
護
を
求
め

　
　
　
（
1
8
）

た
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
帝
国
白
由
都
市
の
よ
う
な
形
態
で
は
な

く
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
保
護
を
求
め
た
の
は
、
二
一
五
四
年
以

降
が
大
空
位
時
代
、
一
二
七
三
年
に
は
最
初
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

の
皇
帝
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
混
乱
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
実
力
者
を
見
定
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
選
択
は
、
必
ず
し
も
幸
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
一
七
世
紀

以
降
、
し
ば
し
ぱ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
は
ざ
ま
で
、
戦

火
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
二
二
五

六
年
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
［
ド
イ
ツ
の
］
皇
帝
選
挙
の
基
本

と
な
っ
た
金
印
勅
書
の
定
め
ら
れ
た
年
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
市

は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
西
方
政
策

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
一
四
九
〇
年
に
は
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
（
皇
帝
位
一
四
九
三
－
一
五
一
九
年
）
が
市
を

訪
れ
、
ま
た
一
四
九
八
年
に
は
帝
国
議
会
の
開
催
地
と
な
っ
て

（
旧
）

い
る
。

　
大
学
は
、
一
四
五
七
年
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ア
ル
プ
レ
ヒ

ト
四
世
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
最
初
の
大
学

の
一
つ
と
な
っ
た
（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
は
、
一
二
二
六
五
年
）
。
ハ
プ

ス
プ
ル
ク
家
が
継
続
的
に
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
位
に
の
ぽ
る
の
は
、

一
四
三
八
年
か
ら
で
あ
る
。
大
学
は
、
神
学
、
法
学
、
医
学
、
哲

学
の
四
学
部
か
ら
な
っ
た
が
、
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
重
視
し
た
の
は
、

行
政
官
の
再
教
育
の
た
め
の
法
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
た
め
の

神
学
で
あ
っ
た
。

　
一
四
九
八
年
に
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
は
帝
国
議
会
の
開
催
地
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
が
滞
在
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
一
五
二
九
年
に
は
バ
ー
ゼ
ル
で
宗
教
改
革
が

行
わ
れ
、
そ
こ
の
大
司
教
座
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
逃
亡
し
て
き
た
。

ま
た
、
エ
ラ
ス
ム
ス
も
バ
ー
ゼ
ル
か
ら
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
き
て
住

ん
だ
の
で
あ
る
。
一
五
六
四
年
に
は
ペ
ス
ト
の
流
行
が
あ
り
、
三

〇
年
戦
争
中
の
＝
ハ
三
二
年
か
ら
ニ
ハ
四
八
年
ま
で
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
敵
対
す
る
各
勢
力
か
ら
五
回
も
占
領
を
う
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け
た
が
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に

返
還
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
＝
ハ
七
七
年
以
降
、
ル
イ
一
四
世
の
侵

略
に
よ
っ
て
も
、
た
ぴ
た
ぴ
占
領
を
う
け
た
が
、
ニ
ハ
九
七
年
の

ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
の
和
約
で
返
還
さ
れ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
四
〇
－
四
八
年
）
中
の
、
一

七
四
四
－
四
八
年
の
問
も
占
領
を
う
け
、
一
七
四
八
年
の
ア
ー
ヘ

ン
の
和
約
で
返
還
さ
れ
て
い
る
。
一
七
五
〇
年
、
こ
ろ
は
、
最
貧
の

状
態
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
七
七
〇
年
に
は
婚
姻
政
策
に
よ

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
和
約
（
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
。
外
交
革
命
）
が
行
わ
れ
た
が
、
じ
き
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
な

り
、
一
八
O
O
年
に
は
ま
た
占
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
う
た
の
で
あ

る
。
一
八
〇
五
年
に
、
バ
ー
デ
ン
領
と
な
り
、
こ
れ
は
、
一
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

四
年
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
で
も
確
認
さ
れ
た
。

　
2
　
み
ぎ
の
歴
史
を
反
映
し
て
、
最
古
の
フ
ラ
ィ
ブ
ル
ク
市
法

は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
公
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
市
建
設
の
証
書
に
さ

か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
二
二
八
年
ま
で
の
こ
れ
に
付
加
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
が
（
↓
①
…
雪
冨
g
彗
↓
①
尊
）
、
こ
れ
ら
初
期
の
法
は
、

ケ
ル
ン
法
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
一

二
一
八
年
ご
ろ
に
修
正
さ
れ
、
＝
一
七
五
年
、
二
一
九
三
年
に
も

修
正
を
う
け
“
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
レ
オ
ポ
ル

ド
に
よ
っ
て
、
二
二
六
八
年
に
も
修
正
を
う
け
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
後
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
法
は
、
上
ラ
イ
ン
地
方

の
も
っ
と
も
重
要
な
法
と
な
り
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
は
、
上
級
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

権
（
O
σ
①
｝
o
h
）
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
一
五
〇
二
年
に
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が
市
の
書
記
に
な
っ
た
と
き
に
改

革
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
法
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
改
革
法
は
、
一
五
二
〇
年
に
完
成
し
、
そ
の
序
文
に
は
、
改
革

法
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
い
法
源
を
よ
り

わ
け
、
時
代
に
そ
く
し
た
都
市
法
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

も
ウ
と
も
、
古
い
慣
習
を
必
要
以
上
に
損
な
う
こ
と
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。

　
一
五
二
〇
年
の
市
法
が
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
作
品
と
さ
れ
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
一
部
に
疑
問
も
だ
さ
れ
て
い
る
。
甲
ω
皇
ま
罧
の

提
起
し
た
問
題
が
こ
れ
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
市
法
は
ほ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
〕

に
そ
の
全
体
が
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
手
に
よ
る
も
の
か
。

　
か
ね
て
こ
れ
が
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

疑
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
時
代
人
の
証
言
も
豊
宮
で
あ
る

し
、
歴
史
家
も
こ
れ
を
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
見
解
は
、
手
稿
の
鑑
定
と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
古
文
書
に
よ
れ

ば
、
確
実
に
ツ
ァ
シ
ウ
ズ
が
起
草
し
た
と
証
明
し
う
る
の
は
、
約
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三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
同
僚
や
弟
子
の
関

与
が
否
定
し
え
な
い
。
ま
た
、
市
法
に
制
限
を
加
え
よ
う
と
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
当
局
の
干
渉
し
た
可
能
性
も
あ
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が
立
法
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
仕

事
に
対
す
る
領
収
書
が
、
一
五
一
一
年
以
降
（
三
八
年
ま
で
）
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が

起
草
し
た
草
案
と
一
五
二
〇
年
の
法
と
の
乖
離
は
、
政
治
的
問
題

に
よ
り
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が
立
法
作
業
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
が
こ
の
立
法
作
業
の
背
後
に
あ
り

影
響
を
与
え
た
こ
と
の
意
義
ま
で
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、

　
（
胴
）

と
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
疑
問
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
ふ
た
た

び
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ゼ
ル
・
ア
メ
ル
バ
ッ

ハ
遺
稿
保
管
所
で
発
見
さ
れ
た
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ツ
ァ

シ
ウ
ス
の
書
簡
が
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
と
さ
れ
る
。
草
案
の

指
導
者
お
よ
び
編
纂
に
責
任
を
も
つ
者
と
し
て
、
作
業
の
最
後
ま

で
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

友
人
の
助
言
を
い
れ
た
り
ツ
ァ
シ
ウ
ス
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

が
、
も
う
一
度
書
き
写
さ
れ
た
り
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

四
　
む
す
び

　
1
　
新
た
な
市
法
に
対
す
る
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
影
響
は
、
い
ち
じ

る
し
い
。
法
典
の
体
系
や
立
法
の
さ
い
の
構
造
の
変
化
の
詳
細
に

つ
い
て
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
。
刑
法
、
警
察
、
裁
判
手
続
的
規
定

を
多
く
含
む
点
は
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
の
体
系
に
近
い
。
ま
た
、

市
の
構
成
に
関
す
る
法
や
行
政
法
規
も
合
ま
れ
る
。
し
か
し
、
と

り
わ
け
特
徴
的
な
部
分
は
私
法
で
あ
る
。
多
く
の
取
引
規
定
が
お

か
れ
（
消
費
貸
借
、
貸
借
、
寄
託
、
売
買
、
雇
用
、
請
負
、
交
換
、

贈
与
、
抵
当
な
ど
）
、
親
族
、
相
続
に
関
す
る
規
定
も
多
数
を
占

　
　
（
閉
〕

め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
法
へ
の
ロ
ー
マ
法
の
体
系
の
付
与
、
概
念
の

導
入
、
見
方
を
転
じ
れ
ぱ
、
ド
イ
ツ
法
の
ロ
ー
マ
法
へ
の
組
み
込

み
と
も
い
え
よ
う
。
口
ー
マ
法
継
受
の
一
プ
ロ
セ
ス
を
反
映
し
て

い
る
。

　
そ
れ
は
、
　
一
面
的
に
ロ
ー
マ
法
に
よ
る
こ
と
な
く
、
ド
イ
ツ
法

と
適
合
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
親
族
・
相
続
法
に
は
、
固
有
法

が
多
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
権
法
で
も
、
ロ
ー
マ
法
が

さ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ぱ
、
土
地
の
移
転
や
質

権
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
は
ハ
契
約
の
み
に
よ
る
公
示
な
き
質
を
認

め
た
が
、
こ
れ
を
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
遺
留
分

10
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（
η
）

の
割
合
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
創
作
に
よ
づ
て
い
る
。

　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法
の
後
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
明
確
で
簡
潔
で
あ
る
と
の
立
法
技
術
的
な
優

秀
性
か
ら
、
他
の
立
法
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ

り
直
接
的
に
は
、
ま
ず
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
弟
子
で
あ
る
ω
一
争
彗
一

α
易
（
E
竈
⊥
蟹
一
の
ち
、
バ
ー
ゼ
ル
、
フ
ラ
ィ
ブ
ル
ク
、
チ
ュ

ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
）
は
、
一
五
五
五
年
の
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
・
ラ
ン
ト
法
の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
れ
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
市
法
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
弟
子
で
あ
る
ヨ
o
－

麦
a
（
冨
冨
－
H
轟
ガ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
書
記
・
顧
問
）
は
、

一
五
七
一
年
の
ゾ
ル
マ
ー
の
ラ
ン
ト
法
と
、
一
五
七
八
年
の
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
改
正
法
に
お
い
て
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
モ
デ
ル
に

よ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
人
的
な
関
係
な
し
に
影

響
を
与
え
た
例
も
少
な
く
な
い
。
一
五
三
九
年
の
ベ
ル
ン
市
法
、

ω
〇
一
〇
け
巨
；
の
市
法
が
そ
う
で
あ
り
、
個
別
的
な
影
響
は
数
え

き
れ
な
い
。
一
七
一
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
市
法
は
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
・
ラ
ン
ト
法
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
間
接
的
な
が
ら
、

ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
作
品
の
孫
す
じ
に
あ
た
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、

形
式
は
異
な
う
て
い
る
も
の
の
、
今
日
で
さ
え
も
北
西
ス
イ
ス
に

広
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
自
体
に
つ
い
て
も
、
市
法
は
、
一
七
八
四
年
ま

で
効
カ
を
有
し
た
。
ま
た
、
一
八
一
〇
年
の
バ
ー
デ
ン
ニ
フ
ン
ト

法
の
制
定
ま
で
、
補
充
的
に
は
、
一
五
二
〇
年
か
ら
二
九
〇
年
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）
　
・

の
問
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
2
　
各
論
的
に
は
、
法
の
特
徴
を
現
す
と
恩
わ
れ
る
点
を
売
買

．
か
ら
重
点
的
に
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
売
買
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

定
は
、
冗
長
で
素
材
の
寄
せ
集
め
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
ロ
ー
マ
法
に
よ
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
に

は
取
引
法
は
な
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
そ
れ
が
口
ー
マ
法
継
受
の
一

つ
の
原
因
で
も
あ
る
が
、
売
買
の
ド
グ
マ
が
ロ
ー
マ
法
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
売
買
契
約
は
、
諾
成
契
約
と
さ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
特
別
規
定
に

は
伝
統
的
な
法
を
考
慮
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
買
主
は
、
み
ず
か
ら
売
主
の
所
有
権
に
つ
き
注
意
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
盗
ま
れ
た
り
、
奪
わ
れ
た
り
し
た
物

の
所
有
者
は
、
取
得
者
か
ら
返
還
を
請
求
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

市
の
慣
習
に
よ
れ
ぱ
、
．
所
有
者
は
、
シ
リ
ン
グ
貨
を
お
い
て
、
自

分
の
所
有
権
に
つ
き
宣
誓
す
る
の
で
あ
る
。
宣
誓
の
形
式
は
古
ド

イ
ツ
法
的
で
あ
る
が
、
結
論
は
、
だ
れ
も
自
分
の
も
つ
以
上
の
権

利
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
ロ
ー
マ
法
と
一
致
す
る

11
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（
罵
∋
o
旦
易
巨
ま
ぎ
與
言
冒
言
彗
ω
ぼ
冒
①
o
o
后
ω
↓
o
；
∋

旨
8
冨
σ
g
）
。
他
方
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
．
．
葭
彗
o
ξ
筈
鳥
匡
嘗
α
．
．

の
原
則
は
、
善
意
の
取
得
者
か
ら
の
返
還
請
求
を
認
め
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
ロ
ー
マ
法
で
は
、
所
有
権
に
よ
る
返
還
請
求
権
に
対
し
て
、
原

則
と
し
て
善
意
取
得
の
抗
弁
を
認
め
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に

代
え
て
、
短
期
の
取
得
時
効
を
認
め
、
ま
た
そ
の
経
過
す
る
ま
え

で
も
、
g
ゴ
o
勺
仁
；
o
迂
墨
に
よ
っ
て
、
取
得
時
効
の
可
能
な
占

有
者
は
保
護
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
本
来
的
に
は
、

真
実
の
所
有
者
に
は
、
対
抗
し
え
な
い
。
ド
イ
ツ
法
的
な
善
意
取

得
は
、
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
取
引
の
実
情

・
か
ら
は
、
必
ず
し
も
そ
こ
ま
で
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
　
（
珊
）

に
も
な
ろ
う
。

　
他
の
法
（
ウ
ォ
ル
ム
ス
市
法
）
で
は
、
古
い
市
の
慣
習
〔
古
ド

イ
ツ
法
〕
と
妥
協
す
る
例
も
あ
う
た
。
た
と
え
ぱ
、
所
有
者
が
、

官
憲
の
協
カ
な
し
に
（
、
争
畠
N
＝
ε
コ
箒
『
O
σ
害
ぎ
言
、
）
目
的

物
を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
返
還
を
請
求
で
き
る
が
、
取
得
者
が
、

三
人
の
証
人
の
ま
え
で
買
っ
た
場
含
は
例
外
と
さ
れ
る
。
官
憲
の

協
力
に
よ
っ
て
（
．
．
∋
斥
N
巨
⊆
目
α
9
0
σ
①
募
睾
、
）
発
見
し
、
取

得
者
が
、
営
業
的
な
質
屋
ま
た
は
古
物
商
の
場
合
に
は
、
代
価
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

半
額
で
償
遺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
大
半
の
規
定
は
、
ロ
ー
マ
法
的
で
あ
り
、
た
と
え
ぱ
、
危
険
負

担
に
関
し
て
は
、
肩
ま
⊆
巨
昌
鶉
↓
o
昌
貝
o
ま
．
．
（
買
主
危
険
負

担
）
と
さ
れ
て
い
る
。
動
産
で
は
、
契
約
締
結
時
に
危
険
は
移
転

し
、
不
動
産
で
は
、
占
有
取
得
時
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
ロ
ー
マ
法
の
解
除
訴
権
（
一
婁
8
昌
邑
ω
ω
o
ユ
凹
）
に
関
す
る

規
定
も
存
在
す
る
。
相
続
分
の
売
買
に
関
す
る
規
定
も
ロ
ー
マ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

あ
る
い
は
普
通
法
の
構
成
に
よ
っ
て
い
る
。

　
唯
一
ド
イ
ツ
的
な
の
が
、
集
合
物
に
関
す
る
譲
渡
の
制
限
規
定

で
あ
る
。
建
物
の
従
物
は
、
建
物
と
別
個
に
処
分
で
き
ず
、
そ
の

よ
う
な
従
物
の
範
囲
は
広
く
、
付
属
す
る
建
物
や
、
倉
庫
、
家
畜

小
屋
、
庭
だ
け
で
は
な
く
、
農
場
も
合
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
農
場

と
建
物
の
経
済
的
な
一
体
性
が
目
的
と
さ
れ
、
ロ
ー
マ
法
が
、
物

の
構
成
部
分
と
従
物
を
区
別
し
、
処
分
の
制
限
も
限
定
的
で
あ
っ

た
の
ど
は
異
な
る
。
そ
の
基
礎
に
は
、
ド
イ
ツ
的
な
共
同
体
構
造
、

お
よ
び
土
地
所
有
者
の
宛
g
轟
ζ
『
8
巨
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

る
。
こ
の
点
に
関
し
、
市
法
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
自
身
の
業
績
で
あ

る
全
集
（
O
混
S
）
よ
り
も
、
も
っ
と
制
限
的
で
あ
っ
た
と
も
い

　
　
　
（
3
3
〕

わ
れ
て
い
る
。
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ノァシウス（Ulrich　Zasius，1461－1535）とフライブルク市法の改革（13）

（
1
）
　
宍
目
O
O
＝
9
⊂
－
ユ
O
す
N
O
色
目
眈
＝
目
O
匹
団
ω
司
『
9
σ
F
■
『
O
目
①
『
ω
一
Φ
匝
7

　
　
『
①
o
す
↓
く
o
目
－
蜆
M
0
　
（
勾
『
①
－
げ
E
『
o
目
0
H
o
o
↓
o
軸
一
蜆
冒
目
o
ω
一
與
旦
↓
ω
＞
σ
す
国
目
o
l

　
　
一
昌
①
目
賃
雷
二
〇
）
し
㊤
豊
ω
－
賢
－
一
カ
ー
ω
争
ヨ
蔓
し
邑
；
昌
O

　
　
ω
①
－
目
①
ω
一
〇
二
E
コ
σ
q
－
目
庄
①
『
カ
冊
o
＝
一
閉
ξ
尉
ω
①
目
ω
o
す
凹
申
戸
カ
①
o
o
o
q
o
す
凹
－
－

　
　
↓
o
目
　
N
E
『
　
一
』
σ
①
H
o
q
o
σ
o
　
匝
①
ω
　
、
『
o
『
①
斤
↓
o
H
凹
一
伽
　
o
コ
　
庄
o
『
　
＞
－
σ
①
『
一
．

　
　
「
巨
至
O
・
ω
－
；
一
毒
邑
嚢
・
仁
串
①
亭
膏
O
q
匝
昌
曇
竃
竺
5
8
一

　
　
お
o
ト
、
ロ
ー
マ
法
継
受
と
人
文
主
義
法
学
に
つ
い
て
は
、
ミ
一
9
－

　
　
○
斥
①
■
、
『
－
く
o
↓
『
o
o
す
一
ω
的
o
ω
o
＝
｛
o
＝
↓
①
o
o
『
z
①
目
N
①
饒
一
－
㊤
①
戸
ω
．
－
ム
①
事
一

　
　
－
2
寓
1

　
　
　
ほ
か
に
も
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
お
よ
び
フ
ラ
イ
プ
ル
ク
市
法
の
改
革
に

　
　
着
目
し
た
文
献
は
多
い
。
ω
巨
冒
ヲ
o
q
一
⊆
ユ
争
N
窒
ご
ω
一
雲
目
雰
一
－

　
　
一
『
o
o
q
N
自
『
〔
｝
o
ω
o
＝
－
o
＝
↓
o
」
而
『
刃
o
o
ブ
一
蜆
一
く
－
ω
ω
o
目
眈
o
巨
印
｝
片
　
＝
一
コ
　
N
o
－
け
匝
－
1

　
　
一
而
『
　
O
O
『
　
カ
O
↓
O
『
【
目
與
巨
O
目
一
－
O
o
蜆
一
…
　
N
ξ
0
－
－
、
①
『
一
　
－
〕
『
．
　
一
］
－
『
－
O
す
　
N
蠣
ω
－

　
冒
目
叫
　
o
－
ω
　
団
o
血
一
叫
巨
o
胃
目
目
①
q
　
α
o
ω
　
句
『
Φ
－
σ
目
『
o
日
o
『
　
－
4
①
⊆
①
目
　
ω
↓
凹
〇
一
一

　
『
①
o
ブ
叶
9
　
ω
o
す
與
一
』
－
－
目
ω
－
「
匝
目
o
’
o
o
o
－
』
｝
す
『
①
碗
『
o
ω
一
　
」
o
ω
　
－
H
①
后
o
q
與
冒
－

　
O
①
ま
巨
竃
①
『
9
鶉
」
O
S
一
ω
1
ざ
－
岩
杜
1

　
　
　
ま
た
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
に
ゆ
か
り
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
や
パ
ー
ゼ
ル
の

　
都
市
記
念
祭
（
ω
3
鼻
旨
三
讐
昌
）
に
は
、
必
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
る

　
　
テ
ー
マ
で
も
あ
る
（
前
述
の
N
奏
α
豪
『
や
後
注
の
↓
巨
o
昌
o
の
ツ

　
　
ァ
シ
ウ
ス
に
関
す
る
研
究
が
そ
れ
で
あ
る
）
。
ま
た
、
↓
三
〇
ヨ
p
N
甲

　
ω
－
＝
ω
⊆
目
旦
向
『
o
｛
σ
＝
『
o
q
．
＞
＝
ω
旦
o
『
〔
…
o
胴
o
す
－
o
す
↓
①
α
①
『
宛
①
o
＝
一
ω
－
百
目
o

　
ω
↓
凹
凹
↓
ω
妻
涼
ω
o
目
ω
o
す
胆
、
一
〇
コ
N
一
』
｝
【
o
－
σ
一
』
H
胴
－
－
巾
『
1
（
す
『
ω
①
q
．
く
．
＝
．
』
．

　
一
く
o
－
串
）
一
－
o
蜆
一
ω
一
〇
－
N
N
一
「
－
①
一
U
9
カ
α
目
己
ω
o
す
o
ω
宛
①
o
＝
戸
－
o
㊤
ω
一
ω
．

　
＝
ω
．
に
も
簡
単
な
記
述
が
あ
る
。

（
2
）
　
六
目
o
o
す
P
與
－
回
－
O
．
一
ω
．
ぎ
く
o
目
－
．
⊆
①
σ
9
団
－
凹
．
O
．
ω
」
冨
．

（
3
）
↓
三
〇
ヨ
P
ヨ
①
．
．
Z
旨
書
目
窯
葦
『
8
享
彗
…
α
ω
重
巨
彗

　
α
①
『
－
0
；
げ
＝
o
す
①
目
ω
一
団
↓
一
勺
『
｝
σ
一
』
『
胴
．
．
く
O
目
－
蜆
M
9
－
目
向
『
O
－
σ
巨
『
O
q
マ
コ

　
H
≦
簑
冨
す
言
o
■
く
o
『
旨
助
o
q
o
皇
』
∋
ω
↓
印
o
ご
一
』
匡
－
肚
E
ヨ
一
δ
一
p
ω
．
⑩
①
－

　
　
－
o
o
o
（
ω
1
o
o
o
）
－

（
4
）
　
穴
コ
o
o
サ
9
国
－
與
1
O
．
一
ω
．
①
．

（
5
）
　
中
世
の
公
証
人
、
都
市
書
記
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て

　
　
い
る
。

（
佑
o
）
　
　
「
「
コ
ー
o
目
一
p
－
〕
－
o
勺
『
o
｛
σ
目
『
①
目
Φ
H
ω
↓
o
旦
け
蜆
o
す
『
o
コ
〕
①
『
－
胃
－
～
＝
一
↓
耐
－
匝
－
一

　
片
①
『
’
－
㊤
べ
ω
’
ω
．
－
ω
津
．

（
7
）
　
六
目
o
o
巨
P
団
．
P
O
．
一
ω
．
ヂ
ω
o
す
昌
己
戸
P
匝
．
ρ
ω
．
①
①
－
雪
．

（
8
）
昌
9
貝
⊆
ユ
o
す
N
邑
；
－
曇
⊥
董
一
舅
O
（
O
＞
）
畠

　
（
5
8
）
一
ω
。
呂
ム
串
、
に
よ
れ
ぱ
、
　
一
九
六
一
年
に
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス

　
　
の
生
誕
五
〇
〇
年
を
記
念
し
た
記
念
会
議
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
六
目
o
o
亭
一
胆
』
．
O
、
一
ω
．
㊤
．
は
、
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
そ
う
ま

　
れ
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
ツ
ァ
シ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、

　
　
つ
ぎ
に
も
詳
し
い
。
ヵ
o
ξ
彗
一
⊆
ユ
g
N
麸
三
ω
・
＞
旨
『
季
ぎ
；
Φ

○
胃
ヨ
彗
カ
昌
巴
窃
彗
8
一
匡
①
†
冨
o
。
仰
冨
o
。
ド
ま
た
、
邦
訳
と
し
て

　
は
、
「
ウ
リ
ヒ
・
ツ
ァ
ジ
ウ
ス
」
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
ー
・
シ
ュ
レ
ー

　
ダ
ー
『
ド
イ
ツ
法
学
者
辞
輿
』
＝
九
八
三
年
］
三
＝
二
頁
以
下

　
［
小
林
孝
輔
監
訳
・
初
版
の
訳
］
が
あ
る
。
原
文
は
、
ら
9
；
ξ
雪

　
E
目
o
ω
o
す
『
α
α
o
『
（
＝
『
m
o
q
一
）
’
－
〕
o
巨
一
眈
o
＝
①
－
一
』
ユ
餉
け
o
目
団
巨
ω
｛
o
目
申
』
唖
す
『
－

　
＝
o
目
o
o
『
↓
o
目
一
ド
　
＞
＝
コ
．
一
一
〕
－
H
｛
o
＝
　
N
o
ω
－
目
ω
　
（
－
杜
①
－
－
－
蜆
ω
蜆
）
’
（
－
o
o
o
ω
）
一

ω
・
ω
一
ω
・
も
っ
と
も
、
原
著
第
二
版
以
降
、
記
述
の
最
初
の
ツ
ァ
シ

　
ゥ
ス
の
略
歴
の
部
分
以
外
は
ま
っ
た
く
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
第
三
版
以
降
、
タ
イ
ト
ル
も
『
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
学

13
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叢

論橋

者
』
と
改
め
ら
れ
、
全
体
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
別
の
著
作
に
な
ウ
た

　
と
も
い
え
る
。
ら
9
目
プ
o
｝
宰
仁
目
o
ω
o
＝
『
α
o
蜆
『
一
U
o
巨
8
＝
〇
一
旨
α

向
責
o
忌
オ
o
幕
旨
『
巨
彗
凹
巨
ω
冨
…
」
豊
｝
冒
忌
ユ
彗
し
・
＞
仁
p

　
－
竃
9
ω
」
雷
（
N
富
一
毒
）
．
さ
ら
に
、
バ
ー
ゼ
ル
の
人
文
主
義
者
と
の

　
関
係
に
つ
い
て
は
、
↓
三
ω
昌
p
N
畠
；
ω
一
旨
α
匝
鶉
①
ガ
ω
o
巨
三
豪
一

　
「
竃
♀
　
お
．
旨
享
鶉
ま
津
　
忌
ω
　
宰
五
ω
零
仁
－
o
o
ユ
o
巨
彗
睾
①
一
豪

　
ω
o
事
巨
冨
－
彗
α
勺
冨
亭
胃
胴
一
ヨ
零
9
品
與
⊆
し
㊤
2
一
ω
』
－
－
N
一

（
1
0
）
　
カ
．
ω
o
ブ
∋
己
戸
凹
．
印
．
O
．
一
ω
．
ω
〇
一
「
－
〇
一
U
ω
一
P
芭
．
O
’
ω
．
＝
ω
．

（
1
1
）
　
B
G
H
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
不
当
利
得
関
係
の
利
用
は
制

　
隈
さ
れ
る
。
ド
氏
一
七
九
条
の
無
権
代
理
人
に
対
す
る
権
利
が
あ
っ

　
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
は
、
本
人
に
対
す
る
第
三
者
の

　
不
当
利
得
請
求
権
は
排
除
さ
れ
な
い
が
、
本
人
が
、
代
理
人
に
対
す

　
る
有
効
な
契
約
を
理
由
と
し
て
、
第
三
者
か
ら
給
付
｛
れ
た
も
の
に

　
対
す
る
請
求
権
を
有
し
、
ま
た
代
理
人
に
反
対
給
付
の
義
務
を
負
担

　
す
る
と
き
に
は
こ
の
隈
り
で
な
い
、
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
体

　
的
な
給
付
関
係
が
優
先
さ
れ
、
不
当
利
得
関
係
は
排
除
さ
れ
る
の
で

　
あ
る
。

（
1
2
）
　
禾
［
一
〇
〇
コ
2
P
O
‘
ω
1
＝
－
竃
一
ω
o
巨
ヨ
己
F
四
．
與
1
O
．
一
ω
．
ω
蜆
「
一

　
く
o
q
一
1
Ω
竺
』
『
竃
昌
嘉
く
昌
カ
o
ヰ
雪
ま
昌
」
8
卓
ω
．
＝
蜆
亭

　
　
農
民
戦
争
は
、
と
り
わ
け
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
居
住
し
た
フ
ラ
イ
ブ
ル

　
ク
近
郊
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
バ
ル
ト
か
ら
西
南
ド
イ
ツ
で
強
カ
で
あ
っ

　
た
（
一
五
二
四
－
二
五
年
）
。
経
済
的
に
向
上
し
つ
つ
あ
っ
た
農
氏

　
が
、
宗
教
改
革
を
契
機
と
し
て
そ
の
自
立
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
る

　
が
、
諸
侯
に
破
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
一
五
二
二
－
二
三
年
の
騎
士

　
戦
争
で
、
騎
士
階
級
が
諸
侯
に
敗
北
し
た
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
結
果

的
に
は
領
邦
国
家
の
勢
カ
拡
張
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
農
民
戦
争
に
お
い
て
農
民
の
要
求
を
掲
げ
た
「
一
二
力
条
」
は
、

な
か
ん
ず
く
そ
の
第
一
条
が
、
各
村
落
に
お
け
る
聖
職
者
の
選
任
権

を
主
張
し
た
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

　
の
選
択
）
、
ま
た
一
〇
分
の
一
税
を
こ
え
る
課
税
や
賦
役
の
禁
止

（
第
二
条
、
第
三
条
）
（
六
条
、
七
条
、
八
条
）
を
唱
え
た
こ
と
に
よ

　
っ
て
改
革
主
義
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
共
有
地
や
森
の
自
由

な
利
用
、
土
地
の
返
還
を
主
張
し
（
四
条
、
五
条
、
一
〇
条
）
、
世

俗
の
賦
役
や
課
税
の
制
限
（
六
条
、
七
条
、
八
条
）
を
も
主
張
し
た

　
か
ら
、
世
俗
の
諸
侯
の
蕃
戒
を
も
呼
ぴ
起
こ
し
た
の
で
あ
る
（
六
条
、

七
条
、
八
条
）
。
な
お
、
九
条
は
罪
刑
法
定
主
義
の
主
張
、
一
一
条

は
相
続
権
の
主
張
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
い
ず
れ
も
領
主
権
カ
の
制

限
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
二
条
は
、
こ
れ
ら
条
項
の
遵
守
を

強
く
求
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
）
。
く
o
q
一
、
U
o
『
冒
亮
；
斥
ユ
品

く
o
∋
里
ω
簑
9
ω
昌
昌
巾
a
雪
器
〇
一
＞
昌
o
冨
買
豆
①
N
≦
σ
罵
＞
7

　
一
寿
g
ζ
呉
彗
邑
一
s
目
目
饒
o
q
昌
彗
ら
彗
窒
弐
ω
g
ξ
き
彗
↓
o
『

　
向
『
o
旨
…
胴
－
．
巾
『
－

（
1
3
）
　
し
か
し
、
教
会
は
人
文
主
義
に
対
し
て
は
寛
大
で
あ
ウ
た
か
ら
、

　
禁
書
の
措
置
は
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス

　
は
、
死
後
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
大
聖
堂
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
点
も
、
パ
ー
ゼ
ル
の
大
聖
堂
に
葬
ら
れ
て
い
る
エ
ラ
ス
ム
ス
と

　
同
様
で
あ
る
。

　
　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
墓
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
く
暮
ω
冨
『
の
祭
壇

　
＝
o
o
ぎ
言
胃
の
ま
わ
り
の
一
一
の
礼
拝
所
の
う
ち
の
一
つ
d
三
く
胃
－

　
㎝
岸
算
ぎ
君
〇
一
Φ
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
会
の
彼
に
対
す
る

14
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婆
勢
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
穴
若
①
＝
①
は
時
期
に
よ
っ

　
て
し
か
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
⊂
2
毒
鶉
岸
彗
ζ
君
9
耐
に
は
、
他
の
穴
巴
ω
實
冨
肩
＝
o
の
よ
う

　
な
外
部
の
説
明
表
示
は
な
い
か
ら
、
内
部
の
墓
碑
銘
・
碑
文
ま
で
注

　
意
し
て
み
な
け
れ
ぱ
見
過
ご
す
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
関
係
者
に
も
、

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
丙
岩
o
＝
o
に
は
、
六
芋

　
ω
彗
訂
篶
＝
o
の
よ
う
に
遺
骸
を
合
ま
な
い
も
の
や
象
徴
的
な
も
の

　
も
あ
り
、
外
部
か
ら
や
文
献
の
み
で
は
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
。
ツ

　
ァ
シ
ウ
ス
の
墓
を
確
認
で
き
た
の
は
、
筆
者
の
在
外
研
究
先
の

　
＝
鍔
胃
教
授
の
秘
書
～
彗
ω
o
～
9
o
q
＞
ま
一
昌
と
、
大
学
や
市
の

　
文
書
館
（
ω
冨
鼻
胃
〇
三
く
）
の
お
か
げ
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表

　
し
た
い
。
く
o
q
－
．
o
o
昌
σ
實
戸
U
竃
…
旨
目
g
雪
N
E
向
『
①
亭
…
o
q
－
巾
「
一

　
ε
o
。
芦
ω
．
M
0
．
R
（
向
目
炉
＆
。
）
な
お
、
末
尾
の
写
真
参
照
。

（
1
4
）
　
バ
ー
ゼ
ル
は
、
一
五
二
九
年
宗
教
改
革
を
断
行
し
、
司
教
は
、

　
市
を
退
去
し
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
難
を
さ
け
た
。
同
時
に
、
エ
ラ
ス
ム
．

　
ス
も
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
居
住
し
た
建
物
は
現
存

　
し
て
い
る
（
＝
凹
冨
N
一
』
昌
ξ
回
三
〇
ω
o
7
）
。
た
だ
し
、
オ
ー
バ
ー
・

　
ラ
イ
ン
の
大
司
教
座
（
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
か
ら
移
動
）
が
フ
ラ
イ
ブ
ル

　
ク
に
お
か
れ
た
の
は
、
一
八
二
七
年
か
ら
で
あ
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
と

　
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
O
竺
」
■
P
O
■
一
ω
。
ヨ
ω
」
o
ム
．

（
1
5
）
　
エ
ラ
ス
ム
ス
に
つ
い
て
は
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
・
エ
ラ
ス
ム
ス
　
宗

　
教
改
革
の
時
代
［
宮
崎
信
彦
訳
・
一
九
六
五
年
］
が
詳
し
い
。
ま
た
、

　
○
螂
F
P
P
O
1
一
ω
．
＝
蜆
R
一
〇
σ
｝
ヨ
一
〕
o
冨
匝
－
o
o
q
『
與
℃
三
〇
由
－
U
ざ
ご
o
目
・

　
彗
く
二
竃
ム
ら
。
宣
M
．
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
改
革
と
反
改
革
の
問
を
遼
巡

　
し
た
点
で
時
代
精
神
を
体
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

　
恩
想
家
と
し
て
の
資
質
は
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ

　
る
。
く
o
q
－
1
o
竺
F
亭
－
一
〇
〇
－
5
ド

（
1
6
）
　
民
法
に
お
け
る
カ
ノ
ン
法
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
小
野
「
私
法

　
に
お
け
る
カ
ノ
ン
法
の
適
用
」
商
論
五
六
巻
三
号
〔
一
九
八
八
年
］

　
三
六
頁
以
下
（
と
く
に
六
四
頁
以
下
）
、
ま
た
、
利
子
と
カ
ノ
ン
法

　
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
野
「
利
息
制
隈
法
理
の
史
的
展
開
」
行
政

　
社
会
一
巻
一
号
二
九
八
八
年
］
一
頁
以
下
参
照
。

（
1
7
）
　
後
述
の
よ
う
に
、
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
著
作
に
お
い
て
は
、
実
用
的

　
な
ロ
ー
マ
法
の
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
に

　
対
す
る
人
文
主
義
の
影
響
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。

（
1
8
）
　
中
世
の
観
念
の
も
と
で
は
、
都
市
も
そ
の
支
配
者
の
家
産
と
み

　
な
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
を
担
保
に
供
し
た
り
（
た
と
え
ば
、
皇
帝
が

　
帝
国
都
市
を
担
保
に
す
る
帝
国
担
保
）
、
そ
の
場
合
に
、
都
市
が
そ

　
れ
を
免
れ
る
た
め
に
み
ず
か
ら
金
を
支
出
し
て
自
由
を
購
う
こ
と
は
、

　
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。

（
1
9
）
　
ち
な
み
に
、
筆
者
の
滞
在
し
た
一
九
九
八
年
は
、
帝
国
議
会
開

　
催
五
〇
〇
周
年
の
た
め
各
種
の
行
事
が
催
さ
れ
た
。

（
2
0
）
　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
の
歴
史
は
、
市
法
に
関
す
る
文
献
（
前
注

　
（
1
）
参
照
）
の
ほ
か
、
簡
単
に
は
、
轟
一
．
O
雪
邑
o
＝
雪
ω
訂
鼻
一

　
8
ゴ
篶
『
し
竃
メ
ω
」
串
．

　
　
な
お
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
同
様
、
現
在
の
ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン

　
も
一
一
九
一
年
に
＝
①
冨
o
胴
悪
『
o
ま
o
巨
く
．
く
昌
N
筈
ユ
目
胴
彗
に

　
よ
っ
て
要
塞
と
し
て
建
設
さ
れ
た
計
画
都
市
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方

　
は
、
公
の
没
後
一
二
一
八
年
に
帝
国
都
市
と
な
り
、
＝
二
五
三
年
に

　
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
加
入
し
た
。
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（
2
1
）
　
ヌ
目
o
o
サ
9
與
．
o
1
O
I
一
ω
．
↓
1

（
2
2
）
　
穴
目
o
o
す
P
P
国
．
O
．
一
ω
．
↓
↓
1
一
ω
‘
｛
N
．

（
2
3
）
　
o
o
｝
邑
撃
ら
』
．
O
．
一
ω
‘
轟
饒
．
（
＞
コ
冒
．
5
）
．

（
2
4
）
　
＞
．
団
1
0
．
一
ω
．
①
蜆
鶉
1

（
2
5
）
　
↓
巨
o
昌
P
P
o
．
O
．
（
N
凹
阻
一
』
ω
E
目
α
勺
『
9
一
〕
目
『
o
q
）
一
ω
．
曽
1
N
M
．

（
2
6
）
　
市
法
は
、
一
九
六
八
年
に
ω
9
彗
夢
社
・
か
ら
、
復
刻
さ
れ
て

　
い
る
。
Z
O
F
一
①
ω
片
団
O
言
①
O
巨
8
一
』
目
O
ω
3
一
自
冨
コ
α
①
『
ω
一
〇
〇
叶
｝
『
9
－

　
σ
；
o
q
巨
p
z
昌
α
．
（
ω
9
彗
一
一
凹
）
」
岨
撃

（
2
7
）
　
親
族
・
相
続
法
に
つ
き
、
穴
目
o
o
訂
る
』
。
P
ω
」
；
声
適
留

　
分
に
つ
き
、
一
σ
．
ら
」
墨
R
ま
た
、
物
権
法
に
つ
き
、
ヨ
一
ω
－
昌
声

　
ま
た
、
く
①
目
一
．
ら
9
目
籏
｝
雫
一
旨
O
ω
O
コ
『
0
＝
箒
5
宰
與
．
ρ
（
ド
＞
＝
饒
シ

　
ω
．
ω
冨
一
（
卜
1
≧
』
p
）
ω
．
畠
o
o
．

（
2
8
）
　
↓
三
①
昌
P
與
．
甲
O
．
一
巳
o
」
8
饒
．
一
忌
H
ω
．
（
N
麸
一
冨
仁
ま
～
9
－

　
σ
一
』
『
O
q
）
一
ω
。
轟
一
ミ
ー
畠
O
汗
雪
一
〇
．
與
。
ρ
一
ψ
冨
①
■
し
か
し
、
　
一
五
一

　
一
年
の
バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
領
法
と
ツ
ァ
シ
ウ
ス
の
直
接
の
関
係
は
否

　
定
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
＝
o
σ
9
P
P
ρ
一
ω
・
＝
ω
・
は
こ
れ
を
肯

　
定
す
る
が
、
内
容
は
普
通
法
に
よ
っ
て
い
る
と
す
る
）
。
ま
た
、
ツ

　
ァ
シ
ウ
ス
の
死
後
、
バ
ー
ゼ
ル
で
一
五
三
八
－
三
九
年
に
公
刊
さ
れ

　
た
法
鑑
定
集
カ
①
名
o
冨
o
；
目
旨
ユ
ω
9
毒
o
o
豪
旨
o
；
…
＝
σ
『
二
－

　
は
、
全
ド
イ
ツ
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
（
こ
き
ω
も
』
．
O
．
一

　
ω
．
＝
ω
）
。

（
2
9
）
　
穴
コ
o
g
P
回
』
■
P
ω
。
ト
9
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
一
八
世
紀

　
の
白
然
法
的
な
体
系
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
た
っ
て
い

　
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
に
比
較
す
れ
ぱ
、
た
ん
な
る
素

　
材
の
寄
せ
集
め
と
非
難
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
3
0
）
　
ロ
ー
マ
法
が
原
則
と
し
て
善
意
取
得
を
認
め
な
か
っ
た
沿
革
や

　
他
の
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
釈
民
法
㈹
八
五
頁
参
照
（
好
美

　
清
光
）
。
ω
；
ξ
彗
冨
o
『
一
ζ
…
o
『
－
O
す
o
P
宛
8
巨
望
雪
①
胃
一
9
；
＝
目
O
q
一

　
5
0
9
ω
．
ω
冒
1

（
3
1
）
　
穴
；
9
P
凹
』
．
P
ω
』
㊤
－
し
か
し
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
法

　
は
、
古
い
慣
習
を
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
市
場
で
買
い
受
け
た
物
の

　
返
選
に
代
価
の
支
払
を
要
す
る
こ
と
は
、
目
民
一
九
四
条
に
連
な
る

　
立
法
で
採
用
さ
れ
て
い
る
（
旧
民
法
・
証
拠
編
一
四
六
条
、
フ
民
二

　
二
八
O
条
一
項
、
ド
民
九
三
五
条
二
項
）
。

（
3
2
）
　
六
目
o
島
P
畔
P
ρ
一
ω
』
F
そ
の
危
険
負
担
理
論
に
つ
い
て
は
、

　
小
野
・
危
険
負
担
の
研
究
〔
一
九
九
五
年
〕
二
九
八
頁
、
三
〇
〇
頁

　
参
照
。

（
3
3
）
　
ヌ
目
o
争
9
匝
』
■
O
、
一
ω
．
8
－
o
－
．
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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